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第１章　経営分析

(1) 令和6年度　第１問 [設問は本書35ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
                    
                    

(2) 令和5年度　第１問 [設問は本書44ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
                    
                    

(b)
　　　　　　　　　（　　　）
　　　　　　　　　（　　　）

③ 　　　　　　　　　（　　　）

①
②

(a)

(a) (b)
① 　　　　　　　　　（　　　）
② 　　　　　　　　　（　　　）
③ 　　　　　　　　　（　　　）
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(3) 令和元年度　第１問 [設問は本書53ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
          

(4) 平成30年度　第１問 [設問は本書62ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
          

② 　　　　　　　　　（　　　）

①

(a) (b)
　　　　　　　　　（　　　）
　　　　　　　　　（　　　）

③ 　　　　　　　　　（　　　）

(a) (b)
① 　　　　　　　　　（　　　）
② 　　　　　　　　　（　　　）
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(5) 平成28年度　第１問 [設問は本書70ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
                    
          

(6) 令和4年度　第１問 [設問は本書78ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
                    
                    

③ 　　　　　　　　　（　　　）
② 　　　　　　　　　（　　　）

(a) (b)
① 　　　　　　　　　（　　　）

(a) (b)
①
② 　　　　　　　　　（　　　）
③ 　　　　　　　　　（　　　）

　　　　　　　　　（　　　）
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(7) 令和3年度　第１問 [設問は本書90ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
                    
                    

(8) 令和2年度　第１問 [設問は本書102ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
                    

(a) (b)
①

　　　　　　　　　（　　　）

　　　　　　　　　（　　　）

②
③
④

　　　　　　　　　（　　　）

(a) (b)
① 　　　　　　　　　（　　　）

　　　　　　　　　（　　　）
　　　　　　　　　（　　　）
　　　　　　　　　（　　　）

②
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(9) 平成24年度　第１問（設問２） [設問は本書112ページに掲載]

(10) 平成25年度　第１問 [設問は本書118ページに掲載]

                    
                    
                    
                    

  

 ③

(a) (b) (c)
   
   

  

①
②

  

(a) 財務指標 (b) 数値
  

(d)



- 7 -

第２章　損益分岐点分析（CVP）

(1) 令和3年度　第３問 [設問は本書137ページに掲載]

（設問１）

（設問２）

(2) 令和2年度　第２問（設問１） [設問は本書142ページに掲載]

(a)

(b)  

 

(a) (b)
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(3) 令和元年度　第２問 [設問は本書145ページに掲載]

（設問１）

（設問２）

  

（設問３）

(4) 平成28年度　第４問（設問２） [設問は本書151ページに掲載]

百万円

％

(a) (b)

①   

②   

③   

(a)

建材事業部
マーケット事業部
不動産事業部
全社

(a)

(b)  

(b)
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(5) 平成27年度　第２問（設問３） [設問は本書156ページに掲載]

(2)   

 (1)

(a) (b)
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(6) 平成24年度　第２問 [設問は本書159ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
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(7) 平成22年度　第２問 [設問は本書165ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
                    

①  
②  

98

（2）平成 22年度　第 2問（配点 25点）

損益分岐点売上高
重要度 1回目 2回目 3回目

A ／ ／ ／

　D社は，電子部品のメーカーである。情報機器を生産している大手メーカーZ社は，D

社の主要な顧客であり，Z社向けの部品 Qは，D社の売り上げの多くを占めている。しか
しながら，Z社の最終製品の価格下落にともなって，Z社から部品 Qの納入価格の大幅な
引き下げを要求されている。
　以下の問題に答えよ。なお，計算の結果は小数点第 3位を四捨五入せよ。

　営業部からの報告によれば，Z社は部品 Qの納入価格の 20 ％引き下げを要求している。
さらに Z社からは，納入価格を現在の価格より 30 ％引き下げることができれば，今後は
仕入れ先を D社に一本化し，発注量を 2倍にする案が提示されている。部品 Qの現在の
売上高は 2,823 百万円，変動費は 1,129 百万円，固定費は 1,640 百万円である。
　なお，現状の生産能力には十分な余裕があり，生産技術部からは，部品 Qの納入量を 2
倍にしても，その原価構造は現状と変化がないと報告されている。

（設問 1）
　部品 Qの損益分岐点図表は以下に示されたとおりである。
　①納入価格を 20 ％引き下げた場合，②納入価格を 30 ％引き下げた場合のそれぞれにつ
いて，解答用紙の損益分岐点図表に総費用線を描け。また，①および②の場合の損益分岐
点売上高を所定の解答欄に求めよ（単位：百万円）。
　なお，総費用線を書く際には，2つのケースを区別するため，①の場合を破線（ ），
②の場合を実線（――）で表すものとする。

売上高（百万円）
0 1,000

1,000

1,640
2,000

3,000

4,000

5,000

2,000 3,000 4,000 5,000

売
上
高
・
費
用
・
損
益
（
百
万
円
）
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(8) 平成30年度　第３問 [設問は本書169ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
                    

（設問３）
                    
                    
                    

%     

(2) 百万円  

(a) (b)

(1)
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(9) 令和5年度　第２問（設問１） [設問は本書178ページに掲載]

(10) 平成19年度　第２問 [設問は本書183ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
                    

(4)  

 
(2)  
(3)  

(1)

(a)  (b)  
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第３章　意思決定会計

(1) 平成29年度　第３問 [設問は本書201ページに掲載]

（設問１）

（設問２）

【収益性の観点から】

この案の採否について
（いずれかに○をつける） 採用する　・　採用しない

数値（単位）
　　　　　　（　　　）
　　　　　　（　　　）収益性

 指標の名称
安全性
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(2) 令和4年度　第３問（設問２）（設問３） [設問は本書210ページに掲載]

（設問２）

（設問３）

（円）

（年）

（円）

(a)

(b) 　 

(c)

(a)

(b) 　 
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(3) 令和6年度　第３問 [設問は本書222ページに掲載]

（設問１）

（設問２）

（設問３）

（万円）
（万円）

（万円）

実行すべきで　（　ある　　ない　）

(b)

(a)

（万円）

(c) 　 

(a)
(b)

(a)

(b) 　 
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(4) 令和3年度　第２問 [設問は本書233ページに掲載]

（設問１）

（設問２）

（設問３）

（円）

（円）

(b) 　 

(a)

(b) 　 

(a)
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(5) 令和5年度　第３問 [設問は本書248ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
(1) （万円）

(2)

(2) （万円）
(3) （万円）

投資を行うべきで　（　ある　　ない　）

(1) （万円）
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(6) 令和2年度　第２問（設問２） [設問は本書265ページに掲載]

(c)

(a)

(b)

 

(ⅱ)(ⅰ)
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(7) 令和元年度　第３問 [設問は本書275ページに掲載]

（設問１） （単位：百万円）

（設問２）

（設問３）

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期

(a) （％）

(b) 　 

(a)  （年）
(b)  （百万円）
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(8) 平成30年度　第２問 [設問は本書281ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
(a) (b)

                    
                    
                    
                    

（設問３）

 百万円

(a)

(a)  ％　  (b)

(b)

(1)  ％　  

(2) 百万円　  

(c)
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(9) 平成24年度　第３問（設問１） [設問は本書286ページに掲載]
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第４章　セグメント別会計

(1) 平成28年度　第３問 [設問は本書300ページに掲載]

                  　 　
                  　 　
        　 　

(2) 平成23年度　第３問 [設問は本書303ページに掲載]

(a)

(b)
                    
                    
          

(b)

 

(a) 　 
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(3) 令和4年度　第２問 [設問は本書307ページに掲載]

（設問１）

（設問２）

（円）

（円）

(b) 　 

(a)

(a)

(b) 　 



- 25 -

(4) 令和6年度　第２問 [設問は本書315ページに掲載]

（設問１）

（設問２）

(b) 　 

（円）

（円）
（袋）
（袋）

(b)
(c)

(a)

(d) 　 

(a)
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(5) 令和5年度　第２問（設問２）（設問３） [設問は本書325ページに掲載]

（設問２）

（設問３）

(1) 製品の販売を中止すべきで　（　ある　　ない　）

(2) （万円）
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(6) 平成26年度　第３問 [設問は本書330ページに掲載]

（設問１）

（設問２）

（設問３）

 求め方

 構成比

Ｘ Ｙ Ｚ
   

 構成比 
(a)

(b)  
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第５章　キャッシュフロー計算書

(1) 平成13年度　第２問 [設問は本書357ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
                    
                    
                    

212

A　営業活動キャッシュフロー

（a）項　目 （b）金　額
税引前当期利益 ＋200

小　計

合　計

B　投資活動キャッシュフロー

（a）項　目 （b）金　額

合　計

C　財務活動キャッシュフロー

（a）項　目 （b）金　額

合　計

（設問 2）
　（設問 1）の計算結果に基づいて，D社のキャッシュフローの状況を 100 字以内で説明
せよ。

〈資料 1〉D社の貸借対照表
貸　借　対　照　表

平成
11 年度

平成
12 年度 増減 平成

11 年度
平成
12 年度 増減

資 産 の 部 負 債 の 部
流　動　資　産 2,544 4,140 1,596 流　動　負　債 2,295 3,748 1,453
　現　　 金　　 等 280 260 －20 　支払手形・買掛金 740 788 48
　受取手形・売掛金 1,654 3,150 1,496 　短 期 借 入 金 1,255 2,660 1,405
　商　　　　　　品 600 720 120 　その他流動負債 300 300 0
　その他流動資産 10 10 0 固　定　負　債 454 537 83
固　定　資　産 790 830 40 　長 期 借 入 金 424 507 83
　土　 地・建　 物 100 95 －5 　その他固定負債 30 30 0
　投 資 有 価 証 券 660 672 12 負 債 合 計 2,749 4,285 1,536
　その他固定資産 30 63 33 純資産の部

資　　本　　金 20 20 0
利 益 準 備 金 10 10 0
別 途 積 立 金 402 402 0
繰越利益剰余金 153 253 100
純資産合計 585 685 100

資　産　合　計 3,334 4,970 1,636 負債・純資産合計 3,334 4,970 1,636

（単位：百万円）

第2部6章_再.indd   212 2016/07/05   20:17
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(2) 平成14年度　第２問 [設問は本書362ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
          

 
 

　  

　
　

　
　

 

(c) 営業キャッシュフロー額

 
 
 
 
 

　
　
　

　
　
　
　

　

 
 
 
 
 

 

(a)　項　目 (b)　金　額　（単位：百万円）
　



- 30 -

(3) 平成23年度　第１問（設問２） [設問は本書368ページに掲載]

                    
                    
                    
                    
                    

(4) 平成18年度　第２問 [設問は本書374ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
                    

(5) 平成16年度　第３問（設問１） [設問は本書380ページに掲載]

 

(a)

(b)

 

(a) 営業活動によるキャッシュフロー
 

(b) 投資活動によるキャッシュフロー
 

(c) 財務活動によるキャッシュフロー
 

(a)  (b)
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(6) 平成28年度　第２問（設問１） [設問は本書385ページに掲載]

280

（6）平成 28年度　第 2問（設問 1）（設問 2と合わせて配点 28点）

営業CFの計算
重要度 1回目 2回目 3回目

B ／ ／ ／

　D社はレストランである。D社の前期と当期の財務諸表（後述の〈資料〉に記載）を用
い，空欄に金額を記入して当期の営業活動によるキャッシュフローに関する下記の表を完
成させよ。なお，一部の項目には既に値が記入済であるが，解答にあたってはこれらの値
を優先すること。

（※）下線部改題

（単位：百万円）
税引前当期純利益 39
減価償却費 （　　　）
減損損失 56
営業外収益 （　　　）
営業外費用 （　　　）
売上債権の増減額 （　　　）
棚卸資産の増減額 （　　　）
仕入債務の増減額 （　　　）
その他 13
小計 （　　　）
利息及び配当金の受取額 ―
利息の支払額 △ 4
法人税等の支払額 △ 35
営業活動によるキャッシュフロー （　　　）

05章_三.indd   280 2018/04/06   13:36
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第６章　その他計算問題

(1) 令和4年度　第３問（設問１） [設問は本書395ページに掲載]

(2) 令和2年度　第４問 [設問は本書398ページに掲載]

（設問１）

（設問２）

（設問３）
(a)
                    
(b)
                    

(a)
(b)

 

 
 

　 

(b) 　 

(a)
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(3) 平成29年度　第２問 [設問は本書404ページに掲載]

（設問１）
（単位：百万円）

（設問２）

（設問３）

売上原価 （　　　　　　　　）

　　　　　　　　　（百万円）　

　　　　　　　　　（百万円）

　　　　　　　　　（円/kWh）

　売上総利益

再来年度以降の
予想営業利益

最低売電単価

（　　　　　　　　）
販売費及び一般管理費

売上高 （　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）
　営業損益 （　　　　　　　　）
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(4) 平成27年度　第２問（設問１）（設問２） [設問は本書409ページに掲載]

（設問１）

（単位：百万円）

（設問２）
                    
                    
                    
                    
                    

(5) 平成24年度　第１問（設問１） [設問は本書416ページに掲載]

経常利益（損失）   

販売費・一般管理費

営業外費用   

(a) 初年度 (b) ２年目
売上高   
売上原価   

(a)

(b)

売上総利益   
  

営業利益（損失）   

特別利益 0　　
特別損失 0　　
税引前当期純損益
法人税等
当期純損益

営業外費用 24　　
経常損益

損益計算書

売上高

営業外収益 13　　

売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業損益
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(6) 平成23年度　第２問 [設問は本書423ページに掲載]

                    
                    

(7) 平成21年度　第４問 [設問は本書425ページに掲載]

（設問１）

（設問２）
                    
                    
          

                    
                    
                    
                    
                    

 （万円）

(a)

(b)


